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瘍
　
覺
尿
忙
な
木
蝙
軋
鵞一鰊
凩
ヶ
鰺

明
治
新
政
府
で
大
蔵
大
輔
ｏ参
議
・大
蔵
卿
の
要
職

を
務
め
た
大
隈
重
信
は
天
保
九
年

（
一
八
三
八
）
佐
賀

の
生
ま
れ
で
、
五
代
友
厚
よ
り
三
歳
年
下
で
あ
る
。
二

人
の
間
に
は
親
交
が
あ
り
、
多
数
の
書
簡
が
残
さ
れ

て
い
る
。

五
代
が
明
治
五
年

一
月
十
日
付
で
大
隈
重
信
に
宛

て
た
書
状

（『
五
代
友
厚
伝
記
資
料
』
第

一
巻
史
料

一

五
九
）
に
は
、
大
隈
を
諫
（い
さ
）め
た

「贅
言
（ぜ
い

げ
ん
）
五
ヶ
条
」
の
記
述
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
条
項
の
進
言
に
は
説
明
が
付
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
を
省
略
す
る
と
、
内
容
は
次
の
よ
う
で

あ
る
。

第

一
条

愚
説
愚
論
を
聞
く
こ
と
に
、
能
（よ
）
く
堪
（た
ふ
）
ベ

し
。第

二
条

己
（お
の
れ
）
と
地
位
を
不
同
（お
な
じ
く
せ
ざ
）
る
者
、

閣
下
の
見
（み
る
）と
、
其
の
論
説
す
る
処
、
五
十
歩
百

歩
な
る
時
は
、
必
ず
、
人
の
論
を
賞
（ほ
め
）
て
、
採
用

す
べ
し
。

日
ヨ
剰

怒
気
怒
声
を
発
す
る
は
、
其
（そ
の
）徳
望
を
失
す
る

原
由
（げ
ん
ゆ
）也
。

第
四
条

事
務
を
裁
断
す
る
ヽ
其
勢
（
い
き
ほ
ひ
）
の
極
に
迫
る

を
待
（ま
ち
）
て
、
之
を
決
す
べ
し
。

第
五
条

己
、
其
人
を
忌
（い
）む
時
は
、
其
人
も
亦
（ま
た
）、
己

を
忌
む
べ
し
。
故
に
、
己
の
不
欲
（ほ
つ
せ
ざ
る
）人
に
、

勉
（
つ
と
め
）
て
、
交
際
を
弘
め
ら
れ
ん
事
を
希
望
す
。

こ
の
五
ヶ
条
に
は
前
置
き
が
置
か
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
五
代
は
、
友
厚
が
大
隈
閣
下
に
「贅
言
」
（余

分
な
進
言
）
を
述
べ
た
と
こ
ろ
、

「友
厚
の
赤
心
、
御

採
用
く
だ
さ
れ
候
」
こ
と
は

「天
下
国
家
の
傍
倖
」
で

あ
り
、
つ
い
て
は

「贅
言
の
五
ヶ
条
、
別
紙
を
以
て
、

上
申
致
し
候
」
と
書
い
て
い
る
。

こ
こ
に
使
わ
れ
て
い
る

「赤
心
」
は

「曇
り
の
な
い

真
心
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
和
語
で
は
同
じ
意
味
で

「赤
き
心
」
が
使
わ
れ
る
。

「赤
心
」
も

「赤
き
心
」
も
今
で
は
死
語
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
大
切
な
言
葉
と
し
て
扱

わ
れ
、
万
葉
歌

（巻
二
十
、
四
四
六
五
）
に
も
用
例
が

あ
る
。

こ
の
前
置
き
に
は
、
「赤
心
」
が
三
回
も
使
わ
れ
て

い
る
。
二
つ
目
は
、

「友
厚
の
赤
心
、
記
憶
あ
ら
ん
こ

と
を
」
で
あ
り
、
三
つ
目
は
、

「従
来
の
鴻
（
こ
う
）恩

（お
ん
）
万
分
の

一
を
報
ぜ
ん
為
め
、
閣
下
の
短
欠
を

述
（の
べ
）
て
、
赤
心
を
表
す
」
で
あ
る
。

こ
の
度
、
新
た
に
発
刊
さ
れ
た

「マ
８
ヨ
五
代
塾
新

聞
」
の
題
字
に

「
『
赤
心
』
継
が
ん
」
の
文
言
が
付
さ

れ
て
い
て
、
「赤
心
」
が
五
代
の
人
と
な
り
を
表
す
と

い
う
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
五
代
が

「赤
心
」
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い

た
の
か
に
具
体
的
に
当
た
る
こ
と
に
す
る
が
、
そ
の

前
に
前
田
正
名
の
五
代
追
悼
歌
に
使
わ
れ
て
い
る

「赤
き
心
」
を
見
る
。

鯰
　
黒趙
陶
贔
瞼
雹
斃
蠅
枚

明
治
二
十
八
年
十

一
月
、
五
代
没
後
十
年
記
念
号

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
雑
誌

『商
業
資
料
』
第

一
巻
第

九
号
に
、
薩
摩
出
身
の
前
田
正
名
（ま
さ
な
）が
詠
ん

だ
追
悼
歌
が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
が
五
代
長
逝
時

に
詠
ま
れ
た
も
の
か
、
没
後
十
年
の
機
会
に
詠
ま
れ

た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

時
く
れ
ば
赤
き
心
も
あ
ら
ば
れ
て

惜
し
ま
れ
て
散
う
紅
葉
（も
み
ぢ
）な
魯
ら
ん

「も
み
じ
は
時
機
が
来
る
と
赤
い
心
が
表
へ
現
わ

れ
る
か
の
よ
う
に
紅
葉
し
、
惜
し
ま
れ
て
散
っ
て
ゆ

く
が
、
国
益
・公
益
の
た
め
に
尽
し
た
五
代
の
忠
誠
心

と
い
う
べ
き
赤
き
心
も
い
よ
い
よ
明
ら
か
に
な
る
だ

け
に
、
そ
の
逝
去
が
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
」
―
―
と

い
う
ほ
ど
の
歌
意
で
あ
る
。
こ
れ
を
詠
ん
だ
前
田
正

名
は
五
代
よ
り
十
五
歳
年
下
で
、
前
田
に
と
っ
て
五

代
は
崇
敬
（す
う
け
い
）
お
く
あ
た
わ
ざ
る
先
輩
で
あ

っ
た
。

前
田
が
五
代
を
悼
む
言
葉
と
し
て
「赤
き
心
」
を
軸

に
置
い
た
の
は
、
五
代
が
ふ
だ
ん

「赤
心
」
を
座
右
の

銘
に
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い

か
。こ

の
よ
う
に
考
え
て
、
書
簡
を
集
め
た
『
五
代
友
厚

伝
記
資
料
』
第

一
巻
に
当
た
っ
て
み
る
と
、
こ
の
大
隈
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宛
書
状
以
外
に
も

「赤
心
」
が
見
つ
か
る
。

晰

　

『麒
鑢
」
や
褥
舅
硼
趙
鯰
蛯
聰
Å
径

脅
二
月
二
十
四
日
付
大
久
保
利
通
宛
書
状

（
『
五
代
友

厚
伝
記
資
料
』
第

一
巻
史
料
五
七
三
）
。

「赤
心
は
御
詳
解
と
存
じ
奉
り
候
へ
ど
も
、
決
し
て

御
遠
慮
あ
る
べ
か
ら
ず
と
存
じ
奉
り
候
」

脅
六
月
四
日
付
大
隈
重
信
宛
書
状

（史
料
六

一
四
）
。

「赤
心
を
表
し
、
尊
意
を
得
奉
り
候
」

脅
七
月
十
三
日
付
大
隈
重
信
宛
書
状

（史
料
六
二
〇
）
。

「迂
生
（う
せ
い
）
（小
生
）
赤
心
、
御
明
照
下
さ
れ
候

は
ゞ
」

以
上
の
書
状
と
は
別
に
、
鉱
山
業
の
「弘
成
館
財
本

規
則
」
第
五
の
中
に

「赤
心
」
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

会
社
利
益
の
五
割
を
弘
成
館
職
員
へ
の
利
益
配
分

。

福
利
厚
生

ｏ
有
志
活
動
助
成
等
に
充
て
る
と
規
定
し
、

次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。

「以
上
五
割
の
全
益
は
、
館
中
に
仕
る
者
終
身
治
養

の
目
的
を
与
へ
、
或
は
有
志
の
志
を
助
け
、
人
と
共
に

利
し
人
と
共
に
興
起
す
る
の
赤
心
を
表
す
所
な
り
」

（
『
五
代
友
厚
伝
記
資
料
』
第
三
巻

「弘
成
館
」
史
料

三
）
。「赤

心
」
は
重
要
な
言
葉
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
日

常
語
で
は
な
い
。
明
治
期
に
あ

っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の

人
は

「赤
心
」
を
生
涯
の
間
に
使
用
す
る
こ
と
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
五
代
の
残
し
た
記
録
か
ら

こ
れ
だ
け
多
く
の
「赤
心
」
が
見
つ
か
る
。
そ
れ
は
「赤

心
」
が
五
代
に
と
っ
て
座
右
の
銘
に
等
し
い
言
葉
と

な

っ
て
い
た
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
。

「国

益

・
公
益
の
た
め
に
」

「利
他
の
た
め
に
」
生

涯
を
捧
げ
た
五
代
に
、

そ
れ
は
ま
こ
と
に
ふ

さ
わ
し
い
こ
と
で
あ

っ
た
。

∪
のヽ
∞
ヨ
五
代
塾
理
事
長

建

は

事
は

「五
代
才
助
上
申
書
」
か
ら

‐８６
年

６
月
五
代
才
助
２８
歳
は
、
薩
英
戦
争
で
捕

虜

。
逃
亡
し
て
い
た
こ
と
を
藩
に
対
し
て
赦
免
を
求

め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
国
づ
く
り
に
対
す
る
提
言

書
を
書
き
送
っ
た
。
そ
の
中
で
は
、
開
国
に
よ
る
富
国

強
兵
の
方
法
論
を
示
し
、
留
学
費
用
の
捻
出
方
法
や

購
入
す
る
軍
備
や
機
械
な
ど
に
つ
い
て
も
細
か
く
言

及
し
て
い
る
。
こ
れ
が

『
五
代
才
助
上
申
書
』
と
い
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
。

（上
申
書
の
前
文
及
び
解
説
概
要
は
五
代

塾
ニ
ュ
ー
ス
くｏＦ
二
で
紹
介
）

こ
の
上
申
書
に
見
る
開
明
的
な
思
想
は
、
す
で
に
島

津
斉
彬
が
描
い
て
い
た
構
想
で
も
あ
り
、
特
に
欧
米

へ
の
留
学
生
派
遣
は
、
安
政
４
年

（
‐８５７
年
）
ご
ろ
に

計
画
さ
れ
て
お
り
そ
の
素
地
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
斉

彬
の
急
逝
で
こ
れ
ら
の
計
画
は
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

く
、
だ
れ
も
手
を
付
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
五

代
は
、
長
崎
海
軍
伝
習
所
で
の
勉
学
、
上
海
渡
航
の
経

験
、
世
界
経
済
・貿
易
に
つ
い
て
抜
群
の
知
識
を
習
得

し
、
こ
の
斉
彬
の
意
志
を
継
ぎ
実
現
へ
と
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

『
五
代
才
助
上
申
書
』
は
約

一Ｐ
８
ｏ
語
を
超
え
る

意
見
具
申
書
と
な
っ
て
お
り
、
本
論
の

展
開
は
次
の

三
つ
の
主
旨
に
沿
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

０
第

一
に
日
本
か
ら
の
輸
出
（外
貨
獲
得
法
）

②
次
が
輸
入
（近
代
的
な
機
械
や
武
器
・艦
船
な
ど
の

耐
久
財
）

③
最
後
が
視
察
団
や
留
学
生
の
派
遣
（科
学
技
術
の

取
得

・
育
成
方
法
）

で
あ
る
。

も
う
少
し
か
み
砕
く
と
、

①
日
本
の
産
物
（米
や
茶
な
ど
の
商
品
作
物
）
を
上
海

や
香
港
な
ど
大
陸
へ
貿
易
し
利
益
を
上
げ
る

②
砂
糖
精
製
の
大
型
機
械
を
購
入
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
砂
糖
生
産

ｏ
貿
易
を
図
る
こ
と

③
英
仏
な
ど
先
進
国
へ
の
留
学
生
の
派
遣
（運
賃
や

滞
在
費
な
ど
も
詳
述
）

④
こ
れ
ら
の
利
益
に
よ
っ
て
軍
備
購
入
を
す
る
こ
と

⑤
新
式
大
砲
（
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
砲
）
の
購
入
と
武

器
開
発

⑥
銀
銭
製
造
（貨
幣
鋳
造
）機
械
の
導
入

⑦
農
業
工
作
機
器
、
農
業
用
ポ
ン
プ
の
購
入

③
銃
砲
用
の
火
薬
製
造
機
購
入

な
ど
、
詳
細
に
収
支
計
算
を
添
え
て
進
言
し
て
い
る
。

五
代
の
上
申
書
を
読
み
解
く
と
、
そ
の
後
の
明
治

政
府
の

「殖
産
興
業
」
策
が
い
か
に
五
代
の
想
定
に
入

っ
て
い
た
か
が
う
か
が
い
知
れ
る
。

鰈

最
も
価
値
あ
る
若
手
人
材
の
育
成

‐９６
年
４
月
、
『
五
代
才
助
上
申
書
』
の
提
言
通
り
、

英
国
へ
の
渡
航
が
実
現
し
た
。
当
然
に
こ
れ
は
幕
府

に
隠
れ
て
の

「密
航
留
学
」
で
あ
る
。

幕
府
は
す
で
に
、
咸
臨
丸
の
米
国
派
遣

（
‐８６０
）
、

文
久
遣
欧
使
節

（
‐８６２
）
を
送
っ
た
り
、
ま
た
、
五
代

が
加
わ
っ
た
中
国
視
察
船
な
ど
の
海
外
渡
航
は
あ
っ

た
が
、
ま
だ
自
由
に
海
外
に
行
く
こ
と
は
認
め
ら
れ

て
い
想
か
っ
た
。

実
は

‐８６３
年
春
に
長
州
藩
士
渡
欧
留
学

「長
州
フ
ァ

イ
ブ
」
が
英
国
に
向
け
日
本
を
脱
出
し
て
い
た
。
だ
が

薩
摩
藩
は
藩
を
あ
げ
て
の
１９
名
の
大
所
帯
使
節
団
で

あ
る
。
幕
府
方
の
目
を
考
慮
し
、
表
向
き

「甑
島

（
こ

し
き
じ
ま
）
な
ら
び
に
大
島

（奄
美
）
へ
の
用
向
き
」

と
の
名
目
で
あ
り
、
辞
令
は
全
員
偽
名
で
あ
っ
た
。

使
節
団
と
留
学
生
の
役
割
は
次
の
通
り
明
確
に
さ
れ

て
い
る
。
ま
ず
使
節
団
等
に
つ
い
て
は
、

新
納
久
脩
‥
使
節
団
全
体
の
団
長

寺
島
宗
則
‥
外
交
使
節

（イ
ギ
リ
ス
外
務
省
と
の

交
渉
）

五
代
友
厚
‥
経
済
使
節

（紡
績
機
械
、
武
器
弾
薬
の

購
入
）

堀
　
孝
之
‥
通
訳
（元
々
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
）

町
田
久
成
‥
１４
名
の
留
学
生
の
監
督

次
に
留
学
生
に
つ
い
て
五
代
は
、
開
成
所
教
授
。
石

河
確
太
郎
の
推
薦
を
参
考
に
し
、
留
学
生
の
人
数
、
人

員
構
成
ま
で
も
言
及
し
て
い
る
。

留
学
生
の
人
選
は
、
藩
の
洋
学
校

「開
成
所
」
の
特

に
優
秀
な
も
の
を
主
体
に
１５
名
を
選
抜
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
身
分
。年
齢
・思
想
な
ど
各
層
か
ら
選
抜
（帰

国
後
す
ぐ
に
藩
政
を
担
う
即
戦
力
と
長
期
的
な
展
望

の
も
と
に
若
年
層
を
混
合
）
し
て
い
る
。
特
に
３
名

は
攘
夷
説
を
唱
え
る
藩
士
で
、
英
仏
の
軍
務

。
地
理

・

風
俗
を
よ
く
見
て
く
る
使
命
と
し
た
。

ま
た
、
農
業
用
機
械
を
調
査
す
る
者
、
築
城

・
砲
術
に

詳
し
い
者
を
派
遣
し
英
国
の
大

。
小
砲
事
情
を
調
べ

る
者
、
英
仏
の
学
校

・
育
児

。
救
貧
な
ど
の
厚
生
施
設

を
見
る
者
、
機
械
。設
計
・技
術
を
学
ば
せ
る
者
、
と
、

留
学
の
目
的
を
明
確
に
定
め
、
構
想
し
た
人
選
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
の
考
え
は
、
藩
の
要
路
に
立
つ
よ
う
な
人
一

材
や
強
硬
な
攘
夷
急
進
派
を
、
欧
州
の
地
へ
連
れ
て
一

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
科
学
技
術
の
格
差
や
軍
事
力
一

の
圧
倒
的
な
開
き
を
見
て
実
感
し

「百
聞
は

一
見
に
一

御
『
．ず
」
で
、
目
を
開
か
せ
よ
う
と
い
う
考
え
が
見
え

一

川
口

長州ファイブ
後列左から、遠藤謹助、野
村弥吉、伊藤俊輔
前列左から、井上多門、山
尾 庸 三二  (ウ イキペディア)
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躙

羽
島
出
発
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夕
日
が
の
ぞ
い
て
お
り
、
こ
の
西
の
果
て
に
は
イ
ギ

リ
ス
が
あ
る

・
・
・
。
出
発
は
翌
朝
と
決
ま
っ
た
。

新
納
刑
部
と
留
学
生

１５
名
は
２
ヶ
月
前
に
串
木
　
　
船
上
、
五
代

・
松
本

・
新
納

・
堀
を
除
き
全
員
が
髯

野
村
の
漁
村
に
て
身
を
潜
め
、
商
人
宿
・藤
崎
龍
助
方
、
を
切
り
、
洋
風
の
髪
型
に
整
え
た
。
ま
た
、
五
代
は
、

網
元

・
川
口
成
右
衛
門
方
に
分
宿
し
勉
学
に
励
ん
で
　
財
政
を
豊
か
に
す
る
に
は
海
外
貿
易
を
す
る
必
要
性

い
た
。
留
学
生
た
ち
は
出
発
日
が
不
確
定
の
な
か
、
不
　
を
留
学
生
に
説
い
た
と
い
わ
れ
る
。

安
と
期
待
を
胸

に
抱
き
、
五
代

の
迎
え
を
心
待

ち

に

し

て

い

た
。出

発
直
前
に

な
り
、

１３
歳
の

幼
い
磯
永
彦
輔

（長
沢
鼎

・
の

ち
の
カ
ル
フ

オ
ル
ニ
ア
の

ワ
イ
ン
王
と

呼
ば
れ
た
）

が
い
ち
早
く

髯
を
切
り
、

母

・
家
族
に

託
し
た
と
い

わ

れ

て

い

こ
の
夕
日
の
写
真
は
、
筆
者
が
脚
年
１１
月
１４
日

に
羽
島
の
漁
港
で
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
遠
く

に
見
え
る
五
代
の
迎
え
に
来
た
船
を
み
て
三
度
と
帰

定
事
項
等
を
発
掘
し
て
記
述
さ
れ
た

「五

罪
論
」
は
誠
に
胸
が
す
く
思
い
が
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
迄
長
年
に
わ
た
り
多
く
の
五

が

「そ
の
よ
う
な
こ
と
で
浮
利
を
得
よ
う
と
す
る

代
で
は
な
い
」
と
信
じ
つ
つ
も
、
具
体
的
に
反
論
し

マ
８
ヨ
五
代
塾
顧
問
　
曾
野
豪
夫

　

下
さ
る
方
が
い
な
か
っ
た
た
め
切
歯
掘
腕

（せ
っ

や
く
わ
ん
）
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
こ
の
度
八
木
先
生
畢
生

（ひ
っ
せ
い
）
の
ご

英国留学生が約 2ヶ 月滞在 した
左・川国家 と右・藤崎家

撮影筆者 (2019年 11月 13日 )

る
。

１４
歳
の
町
田
清
蔵
も
後
に
続
い
た
。

当
初
の
人
選
で
は
攘
夷
派
と
し
て
畠
山
丈
之
助
、

島
津
織
之
助
、
高
橋
要
が
選
ば
れ
た
が
難
色
を
示
し
、

島
津
久
光
、
小
松
帯
刀
の
説
得
に
も
応
じ
ず
島
津
、
高

橋
は
辞
退
、
畠
山
は
や
む
な
く
応
じ
た
。
２
名
の
代

わ
り
に
村
橋
直
衛
と
名
越
平
馬
が
選
ば
れ
た
が
、
両

名
と
も
釈
然
と
し
な
い
気
持
ち
は
あ
っ
た
よ
う
だ
。

尚
、
留
学
予
定
で
あ
っ
た
町
田
武
彦

（町
田
民
部
の

す
ぐ
下
の
弟
）
２１
歳
は
、
蘭
学
を
学
ぶ
く
そ
真
面
目

な
男
で
あ
っ
た
が
、
旅
立
ち
の
５
日
前
に
突
然
の
死

で
渡
欧
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。

‐８６５
年

４
月
１７
日
、
留
学
生
た
ち
は
羽
島
の
港
か

ら
小
舟
に
分
乗
し
、
五
代
が
長
崎
か
ら
迎
え
に
来
た

オ
ー
ス
タ
ー
ラ
イ
エ
ン
号
に
乗
り
移
っ
た
。
明
る
い

（例
え
ば
）
米

♪
ｏ
ｏｏ
石
を

∞
Ｌ
８

両
で
購
入
し
上

海
で
売
り
さ
ば
け
ば

一Ｎ
Чミ
ｏ
両
の
も
う
け
が
出
る
。

ま
た
、
琉
球
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
、
鍋
で
煮
て
砂
糖
を
つ

く
る
原
始
的
な
製
法
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
蒸
気

機
械
を
用
い
れ
ば
凡
そ
‐００
日
で
１
台
‐００
ト
ン
も
の

良
質
な
砂
糖
が
で
き
る
。
こ
れ
を
２０
台
購
入
す
れ
ば

２
，
０１

ト

ン
も
の
砂
糖
が

で
き
、
上
海

で
売

れ
ば

Ｆ
Ｎ田
Ｌ
ｏｏ
両
ほ
ど
に
な
る
。
経
費
を
差
し
引
い
て
も

ゴ
ｏお
Ｌ
呵ｏ
両
位
は
楽
に
儲
か
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
商
人
の
よ
う
に
す
ら
す
ら
と
言
っ
て
の
け
た
と
い

う
。
上
申
書
に
提
言
し
た
こ
と
で
も
あ
る
。
因
み
に
、

今
回
の
留
学
費
は
運
賃
や
滞
在
費
だ
け
で
少
な
く
と

も
７
万
両
近
い
巨
額
で
あ
る
。
若
い
俊
秀
た
ち
を
イ

ギ
リ
ス
に
送
り

一
刻
も
早
く
西
欧
化
の
実
現
を
し
ぼ

く
て
は
い
け
な
い
と
決
意
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

（現
在
の
金
額
に
し
て
５
～
１０
億
円
に
な
る
）

国

で
き

な

い

も
し
れ
な
い
覚

悟
と
、
西
欧
文

明
へ
の
期
待
で

眺
め
て
い
た
の

で
は
な
い
で
し

よ
う
か
。

「
五
代
才
助
　
い

ざ
世
界

へ
　
富
国

の
た
め
に
１
」
は
次

号
へ
続
く

全
編
を
流
れ
る
五
代
友
厚
の
幕
末
時
代
か
ら
の
本

邦
殖
産
興
業
、
国
家
富
強
に
向
け
て
の
精
神
と
実
行

力
が
八
木
先
生
に
も
憑
依

（ひ
ょ
う
い
）
し
て
筆
を
進

め
て
お
ら
れ
た
こ
と
に
唯
々
満
腔

（た
だ
た
だ
ま
ん

こ
う
）
の
賛
意

と
敬
意
を
表
し

ま
す
。

過
去
の
多
く

の
五
代
友
厚
や

関
連
す
る
書
籍

記
録
論
文
等
を

渉
猟

（し
ょ
う

り
ょ
う
）
さ
れ
、
そ
の

「て
に
を
は
」
や
接
続
詞
の
有

無
ま
で
も
見
落
と
さ
ず
に
正
確
さ
を
追
及
し
て
五
代

友
厚
の
業
績
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
事
と
い
う
ほ
か

あ
り
ま
せ
ん
。

百
五
十
年
の
年
月
を
経
て
や
っ
と
正
し
い
五
代
友

厚
の
全
体
像
を
江
湖

（
こ
う
こ
）
に
問
う
好
著

（
こ
う

ち
よ
）
に
接
し
、
五
代
友
厚
豊
子
夫
妻
と
些
か
の

縁
の
あ
る
者
と
し
て
縁
者
共
々
深
甚
な
る
感
謝

の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
し
か
も
先

生
は
、
五
代
友
厚
に
つ
い
て
多
く
の
予
備
知
識

も
な
く
執
筆
依
頼
を
受
け
て
か
ら
僅
か
二
年
半

で
本
著
を
書
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
た
だ
只
驚

嘆
と
し
か
表
現
で
き
ま
せ
ん
。

特
に
、
利
他
の
精
神
で
生
涯
を
捧
げ
ら
れ
た

五
代
友
厚
の
偉
大
な
業
績
に
棘
の
よ
う
に
引
っ

掛
か
っ
て
い
た
明
治
十
七
年

「北
海
道
開
拓
使

官
有
物
払
い
下
げ
事
件
」
が
濡
れ
衣
で
あ
っ
た

こ
と
の
解
明
は
、
先
人
が
成
す
こ
と
能
わ
ず
、
八

木
先
生
が
国
立
国
会
図
書
館
で
当
時
の
閣
議
決

高
著
で
打
破
さ
れ
た
こ
と
は
大
阪
商
工
会
議
所
、

阪
市
立
大
学
そ
の
他
多
く
の
関
係
者
ご

一

に
誠
に
ご
同
慶
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
貴
著
を
も
と
に
教
科
書
に
記
述
さ
れ
て
い

「五
代
友
厚
政
商
論
」
の
削
除
と
、
「東
の
渋
沢
栄

一
、

西
の
五
代
友
厚
」
と
が
、
東
京
と
大
阪
に
夫
々

会
議
所
を
設
立
し
て
東
西
で
初
代
会
頭
と
し

え
て
日
本
の
躍
進
に
尽
力
し
た
こ
と
を
教
科
書
に

述
し
て
貰
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
の
青
少
年
に
五

代
友
厚
の
名
を
永
遠
に
記
憶
し
て
貰
え
る
こ
と
を
念

じ
る
者
で
あ
り
ま
す
。

長
生
き
し
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
（今
年
八
十
八
歳
と
な
り
ま
す
）

明
治
日
本
の
偉
人
、
富
国
の
使
徒
五
代
友
厚
豊
子
夫

妻
の
晴
れ
や
か
な
再
登
場
を
！

（令
和
三
年
十

一
月
）

羽島の夕日  撮影筆者
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蒻

談
菫
案鰊

五
代
友
厚
伝

４
月
１７
日
、
八
木
孝
昌
作
、
旭
堂
南

照
口
演
の
会
が
催
さ
れ
、
大
阪
市
立
大
学

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
（大
阪
駅
前

第
２
ビ
ル
６
階
）
主
催

】
万
葉
集
勉
強

会
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
９
月
に
八
木
孝
昌
氏
が
『新
・五
代
友
厚
伝
』

を
発
刊
さ
れ
、
そ
の
内
容
を
講
談
師
旭
堂
南
照
さ
ん

の
た
め
に
１８
話
を
書
き
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。
本
国
は

そ
の
内
の
二
話

（①
大
阪
の
恩
人
　
②
開
拓
使
官
有

物
払
下
事
件

〈
一
〉
）
の
お
披
露
目
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。講

談
は

「講

釈
師
見
て
き
た

よ
う
松
嘘
を
い

う
」
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
が
、

私
は
本
来

「歴

史
を
正
し
く
、

わ
か
り
易
く
、

面
白
く
話
を
す
る
」
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
日
の
講
談
口
演
は
、
ま
さ
に
五
代
の
歴
史
を
わ

か
り
易
く
、
面
白
く
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
聴
い

て
い
る
な
か
で

「な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
か
」
と

い
う
点
が
多
々
あ
り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
早
く
１８

話
全
て
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
た
い
と
熱
望
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
真
説
五
代
友
厚
伝
が
講
談
と
し
て
、

５０

年
、
・

‐０
年
と
伝
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る

一

人
で
す
。

本
を
読
ま
ず
と
も
五
代
の
全
て
が
わ
か
る
お
話
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
（八
木
先
生
の
本
が
売
れ
な

く
な
り
ま
す
ね
）

因
み
に
、
講
談
師
の
旭
堂
南
照
さ
ん
は
、

５１
歳
で

講
談
師
に
な
ら
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
松
存
在
の
方
で
す
。

な
お
、
『新

・
五
代
友
厚
伝
』
は
従
来
の
誤
伝
を
正

す
目
的
で
昨
年
の
９
月
に
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

八
木
氏
は
『
五
代
友
厚
伝
』
は
過
去
何
人
か
の
方
々

が
発
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
れ
も
明
治
２８
年
に
片
岡

春
卿
編
『増
正
五
位
勲
四
等
五
代
友
厚
伝
』
の
記
述
を

そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
い
、
歴
史
的
に
間

違
っ
て
い
る
個
所
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
り
、
誇
張

し
て
話
を
つ
く
っ
た
も
の
が
散
見
さ
れ
る
た
め
、
こ

れ
ら
を
検
証
し
原
本
に
基
づ
き
正
し
て
い
く
こ
と
が

使
命
と
し
て
動
か
れ
ま
し
た
。

中
で
も
北
海
道
官
有
物
払
い
下
げ
事
件
は
、
五
代

友
厚
は
全
く
無
実
で
あ
り
な
が
ら
高
校
の
教
科
書
で

は

「五
代
は
払
い
下
げ
物
件
を
格
安
に
手
に
入
れ
よ

う
と
し
た
政
商
で
あ
る
」
と
悪
徳
商
人
を
連
想
す
る

様
な
書
か
れ
方
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
無
実

と
な
る
資
料
が
あ
り
な
が
ら
今
ま
で
の
歴
史
学
者
は

誰
も
訂
正
せ
ず
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
で
す
。
学
問

的
に
優
秀
な
学
者
諸
氏
に
お
い
て
も
、
派
閥
の
壁
や

前
例
踏
襲
の
安
易
な
考
え
が
蔓
延
っ
て
い
る
の
が
想

像
で
き
ま
す
。

五
代
が
こ
の
よ
う
な
事
例
に
関
わ
っ
た
な
ら
ば
、

た
だ
ち
に
正
す
行
動
を
す
る
で
し
ょ
う
ね
。

（川
口
　
建
）

【ほ
っ
こ
り
カ
フ
エ
】

で
ラ
イ
ブ
配
信
の
バ

ー
チ
ャ
ル
カ
フ
ェ
を

毎
晩
１０
時
～
１１
時
過

ぎ
ま
で
開
か
れ
る
よ

う
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

毎
晩
３００
人
近
い
方
が

参
加
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
を

気
に
す
る
こ
と
な
く

会
話
を
楽
し
み
、
ほ
っ

こ
り
過
ご
せ
る
カ
フ

ェ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

堀
内
さ
ん
は
以
前
か
ら
五
代
友
厚
公
を
尊
敬
さ
れ

て
お
り
、
昨
年
の
映
画

【天
外
者
】
を
見
ら
れ
て

一
層

五
代
友
厚
公
に
興
味
を
持
た
れ
る
よ
う
に
な
ら
れ
ま

し
た
。
∪
８ヽ
ヨ
五
代
塾
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
い
ろ
ん

な
五
代
友
厚
に
関
す
る
著
書
を
読
ま
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。

そ
の
中
で
八
木
孝
昌
著
書
の
『新
・
五
代
友
厚
伝
』

は
、
今
ま
で
読
ん
だ
本
の
中
で

一
番
わ
か
り
易
＜
五

代
さ
ん
を
伝
え
て
い
る
の
で
は
、
と

『新

・
五
代
友
厚

伝
』
を

【ほ
っ
こ
り
カ
フ
ェ
】
の
中
で
再
三
ア
ツ
プ
で

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
『∪
８ヽ
ヨ
五
代
塾
新
聞
』
の
紹

介
も
。

三
浦
春
馬
さ
ん
の
フ
ア
ン
の
方
々
も
、
映
画

【天
外

者
】
を
き
っ
か
け
に
こ
の

【ほ
っ
こ
り
カ
フ
ェ
】
で
交

流
を
図
ら
れ
、
五
代
友
厚
公
に
つ
い
て
も
っ
と
知
リ

た
い
、
も
っ
と
勉
強
し
た
い
と
い
う
嬉
し
い
仲
間
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。　
一
緒
に
勉
強
の
で
き
る
方
々

が
増
え
、
五
代
さ
ん
の
生
き
方
な
ど
を
考
え
、
自
分
の

生
活
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
最
高
で
す

ね

ｏ
ｏ
ｏ

尚
、
【ほ
っ
こ
り
カ
フ
ェ
】
は
５
月
１８
日
で
２４
日

連
続
開
店
さ
れ
ま
し
た
が
、
以
降
は
火

ｏ
日
の
週
２

回
の
開
店
で
、
開
始
は
９
時
か
ら

（
１
時
間
３０
分
前

後
？
）
と
な
り
ま
す
。

（川
口
　
由
美
子
）

シ
ン
ガ
ー

，
榜
当

一傷
イ
鰺
‡

糧
寵
量
文
●
覺

今
回
ご
紹
介
す
る
堀
内
圭
三
さ
ん
は

り
８ヽ
ヨ
五
代

塾
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ツ
ク
を
見
て
２０２
年

３
月
に
会
員

に
な
ら
れ
ま
し
た
。

堀
内
さ
ん
は
京
都
を
中
心
に
ラ
イ
ブ
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
出
来
な
く

な
り
、
今
回
の
緊
急
事
態
宣
言
発
出
を
機
に
く
ｏ
⊆ど
σΦ

界 (外国人居留地 )

1862
している。

あり、

るが、五代
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